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〈
一
般
質
問
の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉

議員全員協議会ほか一般質問

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

ー
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

ー

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質問項目一覧（通告順）

○清水　　修
①学童保育室運営事業（公立）
について

②高齢者の社会参加について

○中矢　寿子
①保育の受け皿整備について
②予防医療について

○加藤　利江
①市立幼稚園の今後の在り方に
ついて

②公共施設の適正配置計画につ
いて

③花園 IC 拠点整備プロジェク

トについて

○馬場　　茂
①深谷市産業振興計画について

○清水　健一
①地域経済の活性化について
②少子化対策について
③学力向上について

○佐久間　奈々
①花園 IC 拠点整備プロジェク
トについて

○鈴木　三男
①公民館の利用について
②ふるさと納税について
③市民債について

○五間　くみ子
①マイナンバーカードの発行業
務について

②高齢者施策について

○茂木　一郎
①深谷市歌について
②消防団員について

○三田部　恒明
①婚姻届・出生届への工夫
②道路破損箇所等の通報および
対応

③改正公選法

○村川　徳浩（ミルクおやじ）
①市が行う農業と観光の振興策
の基準について

②花園ＩＣ拠点整備事業について

○⻆田　義徳
①便利で機能的な都市づくりに
ついて

②将来を見据えた都市経営につ
いて

③公共施設の維持管理について

保
育
料
の
民
間
学
童
と
の
差
額
分
、
保
護
者
に
還
元
を

民
間
に
も
差
異
が
あ
り
、
差
額
分
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い

全会一致で可決

議 員 提 出 議 案
深谷市の酒  で

乾杯を推進する条例

目的　深谷市の酒による乾杯
の習慣を広めることに
より、酒造業その他市内
産業の発展に寄与するた
め。

第
５
回  

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　

２
度
に
わ
た
る
委
員
間

協
議
で
、
新
庁
舎
建
設
基

本
計
画
（
案
）
に
対
す
る

委
員
会
の
意
見
を
提
言
と

し
て
ま
と
め
、
執
行
部
へ

提
出
し
、
回
答
を
得
た
。

【
提
言
事
項
】

❶
市
民
へ
の
周
知
徹
底
を
。

〈
回
答
〉
様
々
な
機
会
を

と
ら
え
市
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

く
。
具
体
的
に
は
、
設
計

段
階
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
基
本
設
計
（
案
）
に

対
す
る
市
民
説
明
会
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募

集
等
で
あ
る
。

QA

清し
み
ず水

　
　
修
お
さ
む

　

 

市
内
全
小
学
校
の
敷
地
内
に
学
童
保
育

室
の
整
備
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

保
育
料
は
公
立
の
ほ
う
が
だ
い
ぶ
安
い
。

し
か
も
場
所
が
学
校
の
敷
地
内
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
保
護
者
は
公
立
を
選
択
す

る
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後

の
安
全
を
担
っ
て
い
る
民
間
学
童
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
民
間
の
ほ
う
が
保
育

料
が
高
い
の
は
、「
子
ど
も
と
の
安
定
的
、

継
続
的
な
関
わ
り
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

支
援
員
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、
長
期
的

に
安
定
し
た
形
態
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
」
た
め
で
あ
り
、
深
谷
の
民
間
学
童

だ
け
が
高
い
の
で
は
な
く
全
国
的
な
水
準

だ
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、秩
父
市
で
は
、

保
育
料
の
民
間
と
の
差
額
分
を
保
護
者
に

還
元
し
て
い
る
。
市
の
計
画
で
は
、「
民
間

と
調
整
し
な
が
ら
整
備
を
す
す
め
る
」
と

言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
保
育
料
の
民
間

学
童
と
の
差
額
分
を
保
護
者
に
還
元
す
べ

き
だ
。

 

民
間
学
童
の
保
育
料
は
公
立
よ
り
低
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
民
間
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
保
育
理
念
、
保
育
方
針
に
基
づ
き
保
育

料
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
保

育
料
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
差
額
分
を
補
助
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
な
お
、
市
で
は
民
間
学
童
に

対
し
、
一
定
の
委
託
料
や
補
助
金
を
交
付

し
て
お
り
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
民
間

学
童
の
保
護
者
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

請
願
第
８
号
（
採
択
）

地
方
公
会
計
の
整
備
促
進

に
係
る
意
見
書
を
提
出
す

る
た
め
の
請
願

公
明
党
深
谷
支
部

地
区
連
合
会
長  

小こ
や
ま山　

 

清
き
よ
し 

請
願
第
９
号
（
不
採
択
）

安
全
保
障
関
連
法
の
廃
止

に
つ
い
て
の
請
願

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

深
谷
寄
居
支
部

支
部
長　

田た
ぐ
ち口　

豊と
よ
さ
く作

請
願
第
10
号
（
採
択
）

「
子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度

の
創
設
を
国
に
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

請
願

新
日
本
婦
人
の
会
深
谷
支
部

支
部
長　

堤
つ
つ
み　

和か
ず
え江

深
谷
市
教
育
委
員
会
委
員

岡お
か
べ部　

 

登
の
ぼ
る 

深
谷
市
公
平
委
員
会
委
員

田た
じ
り尻　

裕や
す
ひ
ろ洋

深
谷
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員

江え
す
み⻆　

勇ゆ
う
じ二

人
権
擁
護
委
員

今い
ま
い井　

照て
る
こ子

請
願
の
審
査
結
果

人
事
案
件

報
告
①

松
寿
園
の
跡
地
利
用

　

平
成
26
年
の
議
員
全
員

協
議
会
で
、
障
害
者
支
援

施
設
（
重
度
者
入
所
施
設
）

の
確
保
の
た
め
、「
社
会
福

祉
法
人
埼
玉
の
ぞ
み
の
園
」

へ
、
旧
藤
沢
公
民
館
・
旧
藤

沢
保
育
園
跡
地
を
財
産
処

分
し
た
い
と
報
告
が
あ
っ

た
。
平
成
28
年
３
月
末
を

も
っ
て
、
深
谷
市
老
人
ホ
ー

ム
松
寿
園
が
廃
止
と
な
る

こ
と
か
ら
、
候
補
地
を
当

該
地
に
変
更
し
た
。

報
告
②

キ
ユ
ー
ピ
ー
に
決
定

　

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
共
ゾ
ー
ン
、

深
谷
テ
ラ
ス
の
事
業
敷
地

Ａ
（
２
万
〜
2.5
万
平
方
メ
ー

ト
ル
）
の
優
先
事
業
者
が

キ
ユ
ー
ピ
ー
株
式
会
社
に

決
定
し
た
。
敷
地
Ｂ
（
３
千

平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
関
し

て
は
、
３
社
か
ら
提
案
が

あ
っ
た
が
、
選
考
委
員
会

で
の
選
考
結
果
及
び
講
評

に
基
づ
き
、
該
当
者
な
し

と
決
定
し
た
。

報
告
③

「
く
る
リ
ン
」
運
行
改
定

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
、
次
の
３
点
が
変
更
に

な
っ
た
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予

約
が
で
き
る
。

②
障
害
者
手
帳
の
提
示
に

よ
り
運
賃
２
０
０
円
が

１
０
０
円
と
な
る
。

③
運
転
免
許
自
主
返
納

者
は
運
転
経
歴
証
明
書

の
提
示
に
よ
り
運
賃

２
０
０
円
が
１
０
０
円

と
な
る
。

報
告
④

公
共
施
設
等
統
廃
合

　

公
共
施
設
と
土
木
イ
ン

フ
ラ
を
対
象
と
し
た
40
年

間
の
長
期
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。
今
後
、
人
口
減
少

等
に
よ
リ
、
公
共
施
設
等

の
利
用
需
要
の
変
化
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
大
規

模
改
修
や
建
替
え
・
統
廃

合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
行

い
、
財
政
負
担
の
軽
減
や

平
準
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
計
画
で
あ
る
。

乾杯する
なら

深谷市の
酒で！

❷
建
設
費
の
抑
制
を
。

〈
回
答
〉
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
無
駄
を
省
い
た
ス
リ

ム
な
庁
舎
と
な
る
よ
う
、

設
計
を
進
め
て
い
く
。

❸
議
会
と
の
情
報
共
有
を
。

〈
回
答
〉
引
き
続
き
議
会
へ

の
情
報
提
供
を
積
極
的
に

行
い
、
共
通
認
識
を
保
ち
、

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

　

前
述
の
市
か
ら
の
回
答

を
受
け
、
委
員
会
で
は
新

庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
賛

成
多
数
で
了
承
し
た
。

　

ま
た
、
設
計
業
務
の
発

注
方
法
に
つ
い
て
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の

採
用
で
了
承
し
た
。




